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先日、中国人の友人から嬉しい連絡がありました。なんと

その友人が働く会社が米国のナスダックに上場したというの

です。私は、上場のニュースよりも、その会社の逞しさとス

ピード感に改めてビックリしました。というのも、2023年の

夏に「中国からの風だより」の中の「商魂逞しい中国ベンチ

ャー」というテーマで、苦境に立たされたこの会社の発想の

転換と前向きな姿勢を取り上げたことがあったからです。 

当時、中国の急激な政策変更と規制強化の影響で、その会

社は、従来のビジネスモデルを引っくり返されてしまい、前

途多難で従業員も半分に減っている状況でした。ところが、

その会社は直ちに方向転換を図り、昔から儲からないビジネ

スとして誰も参入しなかったニッチな事業分野に参入し、そ

こに持ち前のテクノロジーを持ち込んで新たなビジネスを始

め、中国国内のベンチャー株式市場に上場したのです。 

私はその後の状況を特にウオッチしていなかったのですが、

その会社は入念に準備をして米国上場を果たしていたのです。

当然ながら、米国上場しても株主から支持を得られなければ

退場を余儀なくされますが、非常にニッチな分野とテクノロ

ジーを掛け合わせるという発想の転換と、数年かけて事業を

伸ばしていくスピード感に感動を覚えました。 

更に、上記の話とは別ですが、先月、中国のある若い事業

家の人と食事をする機会があり、これから日本で展開しよう

としている環境ビジネスについてお話を伺いました。その際、

私は彼が話すビジネスモデルの中に中国が全く出てこないこ

とにとても驚きました。というのも、数年前であれば、中国

の方と話をすると中国国内ビジネスがいかに大規模で有望か

という話をされることが多かったように思います。しかし、

彼は、まずは東南アジア等の国々で自分のビジネスモデルが

通用するかを実験し、その結果を踏まえて、他の国々で同じ

ようなビジネスをする事業家とネットワークを結んでグロー

バルに展開したいと考えており、東アジアでの実験的市場と

して日本を考えているというのです。彼のビジネスが成功す

るかどうかは、私には分かりません。ただ、初めから自分の

母国以外の国々で事業をすることを前提に発想していく考え

方に、従来の中国国内型の発想に縛られない斬新な印象を受

けました。 

 日本にいると、2024年の中国といえばネガティブな情報

にしか触れませんが、現地にいる私の目からすると、中国

の人達は2016年に私が上海に赴任した時と比べても、着実

に質的な変化を遂げているように思われます。日頃、頭が

固くなりがちな私自身、見習いたいと思う次第です。 
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